
Ｌ６４７０（マイクロステップ最大 1/128）使用

２相バイポーラ ステッピング モータ ドライブキット

マイコンで正・逆転、加・減速、ブレーキ、速度、

位置のコントロールが出来ます。＊

＊マイコン、モータは付属していません。＊詳しくは http://akizukidenshi.com/download/ds/st/L6470.pdf

■特長■

★バイポーラ ステッピング モータドライブＩＣのＬ６４７０を使用しています。

★１相をフルステップ、１／４、１／８、１／１６、１／３２、１／６４、１／１２８ステップに細分可能です。

★マイコンのＳＰＩインタフェイスで 2 相バイポーラ ステッピング モータの正・逆転、加・減速、ブレーキ、速度制御、位置制御が

出来ます。

★脱調監視機能内蔵です。（外部にセンサは必要ありません）

★幅広いモータ動作電源電圧：８ V～４５ V（マイコンとのインタフェイスは内部の３ V を使用、または外部から最大５．５ V）

★出力電流：３．０Ａ（ピーク７Ａ）　★過電流、加熱保護機能内蔵です。

★モータの電源電圧の変動をキャンセルする機能の為のＡ／Ｄコンバータを内蔵しています。

■仕様■

・モータ電圧：８Ｖ～４５Ｖ（マイコンとのグランドは共通です）

・ロジック電圧：内部レギュレータの３Ｖを使用、または外部から最大５．５Ｖ（ＧＮＤはモータ電源と共通です）

・最大駆動電流：３Ａ（ピーク７Ａ）

■部品表■ ■回路図■
番号 品名 数 規格等 備考

U1 モータドライブＩＣ 1 L6470 ハンダ付済

D1 ツェナーダイオード 1 ３．６Ｖ ハンダ付済

D2 小信号用ダイオード 1 BAV99 ハンダ付済

LED1 発光ダイオード 1 緑 ハンダ付済

LED2 発光ダイオード 1 赤 ハンダ付済

C1,2,4 積層セラミックコンデンサ 3 0.01μF ハンダ付済

C3 積層セラミックコンデンサ 1 0.22μF ハンダ付済

C5 電解コンデンサ 1 １０ 0μF ハンダ付済

C6,7,8,9,10,11 積層セラミックコンデンサ 6 0.1μF ハンダ付済

C12,13 積層セラミックコンデンサ 2 47μF6.3V ハンダ付済

C14,15,16 積層セラミックコンデンサ 3 100pF ハンダ付済

R1 チップ型抵抗 1 33kΩ ハンダ付済

R2 チップ型抵抗 1 100Ω ハンダ付済

R3 チップ型抵抗 1 8.2kΩ ハンダ付済

R4,6,8 チップ型抵抗 3 39kΩ ハンダ付済

R5,7 チップ型抵抗 2 470Ω ハンダ付済

VR1 半固定抵抗 1 220kΩ ハンダ付済

CN1,2,3 端子台 3 2P 

CN4 2.54mm ピッチピンヘッダ 1 ２ｘ５

JP1 2.54mm ピッチピンヘッダ 1 ２ｘ２

AE-L6470DRV 専用基板 1

■製作■
ほとんどの部品は実装ハンダ付け済みです。端子台とピンヘッダをハンダ付けするのみです。

・ピンヘッダは長いもの（ピン数の多いもの）が入っている場合があります。適宜、必要なピン数に切ってお使いください。

・ＣＮ１、ＣＮ２、ＣＮ３端子台はケーブル接続面が基板の外側になるようにハンダ付けしてください。

・ＣＮ２、ＣＮ３はサイドの溝をすべり合わせて一体化させてからハンダ付けしてください。

・基板印刷の「ＳＷ」「ＯＳＣＩＮ、ＯＳＣＯＵＴ」端子には何も取り付けません。

■マイコンとのインタフェイス■
ＳＰＩを使用します。

■端子の説明■
１，ＣＮ１　電源入力端子 ２，ＣＮ２　モータ接続端子Ａ相 ３，ＣＮ３　モータ接続端子Ｂ相

ＣＮ１ ＶＳ モータ電源＋ ＣＮ２ ＯＵＴ１Ａ 出力Ａ１ ＣＮ３ ＯＵＴ１Ｂ 出力Ｂ１

ＧＮＤ ＧＮＤ ＯＵＴ２Ａ 出力Ａ２ ＯＵＴ２Ｂ 出力Ｂ２

４、ＣＮ４　マイコン接続端子（＃が付いている信号名は負論理です）

ＣＮ４ １ #BUSY/SYNC ＃動作表示/同期表示 ２ FLAG 内部フラグ状態出力

３ GND GND ４ EXT-VDD ＶＤＤ（ＪＰ１に依存）

５ SDO ＳＰＩデータＯＵＴ ６ CK ＳＰＩクロック

７ SDI ＳＰＩデータＩＮ ８ #CS ＳＰＩチップセレクト

９ STCK ステップクロック入力 １０ #STBY/#RST ＃スタンバイ・＃リセット

をご参照ください。



ＶＲ１はＬ６４７０のＡＤＣＩＮ端子（５番ピン）が

１．５Ｖになるように設定してください（初期設

定ではＶＲ１は不使用に設定されています）

●例（ＳＰＩで送信するデータ列）

「ＡＢＳ＿ＰＯＳ」レジスタに「－２００」を書き込む場合

　０ｘ０１、０ｘ３Ｆ、０ｘＦＦ、０ｘ３８

　（データは２２ビットで２の補数です）

「ＡＢＳ＿ＰＯＳ」レジスタに「＋２００」を書き込む場合

　０ｘ０１、０ｘ００、０ｘ００、０ｘＣ８

「ＭＡＲＫ」レジスタに「＋５０００」を書き込む場合

　０ｘ０３，０ｘ００、０ｘ１３、０ｘ８８

「ＭＡＸ＿ＳＰＥＥＤ」レジスタに「１０」を書き込む場合

　０ｘ０７、０ｘ００、０ｘ０Ａ

「ＳＴＥＰ＿ＭＯＤＥ」レジスタに「１／１２８ステップモード」を書き

　込む場合

　０ｘ１８、０ｘ０７

５、ＪＰ１　ロジック電源設定ジャンパ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■接続例■
　　（マイコンとのインタフェイス信号電圧を設定します）

ＪＰ１ １－２ ３－４ １－２，３－４

内部レギュレータの

３Ｖを使用し、

EXT-VDD 端子は不

使用

EXT-VDD 端子から

の外部電圧を使用し、

内部レギュレータ不

使用

内部レギュレータの

３Ｖを使用し、

EXT-VDD 端子に３

Ｖを出力

■マイコンからＬ６４７０へのコマンドの送り方■
　・３バイトのデータを持ったコマンド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■コマンド表■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■レジスタマップ■　　　　　　　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■コマンド・レジスタの扱い方■

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■レジスタ値設定例■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（モータ定格）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相数：２　ステップ角：１．８度（±５％）　１回転ステップ数：２００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コイル抵抗：５．６ Ω／相　コイルインピーダンス：７．５ｍＨ／相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定格電流：０．９Ａ／相　静止トルク：２７０ｍＮｍ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サイズ：４２（Ｄ）ｘ４２（Ｗ）ｘ３４（Ｈ）ｍｍ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●上記のモータでの初期設定例（無負荷時）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★スタート、ストップが素早い動作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＣＣ　＝　０ｘ０３Ｅ８　　　　　　　ＤＥＣ　＝　０ｘ０３Ｅ８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＡＸ＿ＳＰＥＥＤ　＝　０ｘ２３　　　ＭＩＮ＿ＳＰＥＥＤ　＝　０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★スタート、ストップがゆっくりで脱調を抑える動作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＣＣ　＝　０ｘ０ 0 １０　　　　　　　ＤＥＣ　＝　０ｘ００１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＡＸ＿ＳＰＥＥＤ　＝　０ｘ２３　　　ＭＩＮ＿ＳＰＥＥＤ　＝　０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★スタート、ストップが素早く、ゆっくり回転する動作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＣＣ　＝　０ｘ０３Ｅ８　　　　　　　ＤＥＣ　＝　０ｘ０ 3Ｅ８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＡＸ＿ＳＰＥＥＤ　＝　０ｘ１０　　　ＭＩＮ＿ＳＰＥＥＤ　＝　０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■コマンド例■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★絶対位置「＋２０００」へ正転移動（ＳＰＩ送信データ列）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＧｏＴｏＦｏｒｗａｒｄ　＋２０００）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ｂ０１１０１００１、０ｘ００、０ｘ０７、０ｘＤ０　　　　　　　

マイコンのＶＤＤとの接続は、ＪＰ１の

設定により変わります。

■端子の説明■の文中「５、ＪＰ１」の

項を御参照ください。




